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・学校評価において「家庭では、学
習の手引きの学習時間を意識して
宿題などの家庭学習に取り組ませ
ている」と回答している保護者が
80％以上。

・「話す・聞く・対話・説明・書く・描く」などの基礎・基本を身に付ける。
・個別指導など、個に応じた指導。
・家庭学習の習慣・学習規律の定着化。
・対話の楽しさ、意義の実感。認め合い尊重し合う学級づくり。
・学校評議員会や懇談会等において達成指標を共有しつつ、学校・家庭・地域の役割を明確にする。

【授業改善以外の学力向上の取組】

学力に関する達成指標
○国語、算数の単元末テストにおいて「知識・技能」の観点、80点以上のクラスが全クラス80％以上。(7月国語・算数とも12/13学級
92.3%）
○国語、算数の単元末テストの「思考・判断・表現」の観点、70点以上のクラスが全クラス80％以上。(7月国語・算数とも13/13学級
100%）

〈検証指標〉 〈検証指標〉

・国語、算数の単元末テストにおい
て知識・理解の観点、80点以上の
児童が全クラス80％以上。

・国語、算数の単元末テストの「思考・判
断・表現」の観点、70点以上の児童が
全クラス80％以上。
・「友だちの発言につなげて、付け加え
や質問、賛否を表すことができる」と回
答している児童が60％以上。

今後の
具体的
な取組

〈取組内容〉 〈取組内容〉 〈家庭・地域の取組内容〉
≪基礎学力の定着≫
・確かめ問題を解く時間の確保。
・振り返りによる学習内容の定着。
・はなまるＴで基礎・基本の定着。

≪自分の思いや考えを伝え合う授業≫
 ・自分の考えや思いを書く時間の確保。
・ペアトークなど伝え合う・話し合う場を設け
る。

・教師は、授業のまとめや導入での前時の復
習で、確かめ問題を毎時間行う。
・教師は、授業のまとめや単元末に振り返り
をさせる。
・はなまるＴに、計算力・筆記力を高めるよう
な練習、プリント、ドリル学習を週1回以上行
う。

【別紙様式１】

学力状況について 学習状況について

大分市立城南小学校　学力向上プラン１（８月）

学校教育
目標

自ら学び　豊かな心をもち　たくましく行動できる子どもの育成

育成を目指す
資質・能力

・自分の考えを持ち、発言できる　　・なかまの考えを大切にし、伝え合うことができる
・探究心をもって、学びを広げ深めることができる

児童
生徒
の

課題

指導
の

状況

　授業や家庭学習で練習問題をさせながら、基礎学力の定着を図ることはできていると言える。振り返りについては、よりねらいに対応
した振り返りをさせ、理解や考えを深められるようなものにしていく必要がある。自分の思いや考えを伝え合う授業については、少人数
による話し合い活動を取り入れて、考えを深める場とした。互見授業は全職員対象で取り組み中である。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況
　朝活動では、毎週月曜日の「読書タイム」での朝読書の他、木曜日は「はなまるタイム」として基礎・基本の学習に関わる取組を行って
いる。学校研究の中で、「めあて・課題・まとめ・振り返り」のある授業や「考えをもつ、伝え合う、書く」活動を取り入れた授業を実践して
いる。家庭との連携や学級の雰囲気づくりなど、今後も工夫して進めていく必要がある。

１ 組織的な授業改善の取組状況

　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
５年大分県学力定着状況調査（4月26日実施）・6年全国学力・学習状況調
査（4月19日実施）において、国語では、叙述をもとに登場人物の気持ちや
段落相互の関係を捉えたり、目的や意図に応じて自分の考えをまとめるた
り、自分の考えを書き表すことに課題が見られる。算数では、図形を構成す
る要素に着目して意味や性質・構成の仕方についての説明したり記述した
りすることに、理科では予想・実験の見通しや結果・結論を実際の日常生活
とのかかわりの中で見直すなど実感を伴った理解に課題が見られた。

　　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
・国語、算数、理科の活用問題や条件を踏まえた記述式の問題への対応
・実験や観察の結果を日常生活で活用する場面と関連付ける理科の授業
展開
・「何を求めるのか」「どんな条件で求めるのか」等読む目的をしっかりもた
せる授業や書く目的・意図を理解させ、自分の考え、その理由を書く活動を
取り入れる授業の展開
・低学力層児童の学習を支援するため、習熟度別学習を取り入れたり休み
時間等を活用した補充学習の時間を確保する体制づくり

これまでの学力向上の取組に対する児童生徒の状況(授業及び授業以外の側面から）
　1学期の単元末テストの結果では、「知識・技能」の観点で国語85.6点、算数87.5点、「思考・判断・表現」の観点で国語86.6点、算数
80.9点となっており、全体としておおむね定着できているといえるが、低位の児童の底上げが必要である。また1学期の児童アンケート
では「自分の考え、まとめ、振り返りを書くことができた」が88％、「友だちに自分の考えを伝えることができた」が85％が「とてもそう思う」
「そう思う」と答えている。

〈家庭・地域の検証指標〉

・家庭との連携を図る。
・家庭学習の充実、宿題チェックの
お願いをする。

〈取組指標〉 〈取組指標〉 〈家庭・地域の取組指標〉

【家庭・地域との協働】

〈授業改善のテーマ・重点〉

自分の思いや考えを大切にし、意欲的に伝え合う授業
～全員が１つの考えに関わって思考し、つなげて発言する授業～

【授業改善】

・教師が、国語・算数において、自分の
考えや自分でまとめを書く時間を毎時
間5分以上確保し、発言を促し交流す
る。
・教師がペアトークなど話し合い活動を
1日1回以上設定する。

・連絡帳等での家庭と連携を密に
する。
・学級懇談等で、家庭学習の時間
の確保に向けて協力を依頼する。

取組番号⑨


